
学校番号 ３００４ 

令和３年度 工業科（機械系） 

 

教科 工業 科目 原動機 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 原動機（実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

エネルギーの利用と変換の一分野として、流体の基礎を学習し、その応用としての流体機械の仕組み

とエネルギー変換の方法を学習します。 

 

２ 学習の到達目標 

身近にある流体現象および機器類を取りあげ、平易に解説し、流体の基礎や流体機械、エネルギーの

利用・変換に関する理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

身近な流体現象およ

び機器類、現代社会に

おけるエネルギー問

題に関心を持ち、主体

的に学習する態度を

身に付けている。 

 

流体機械、エネルギー

の利用と変換が、将来

に向かってどうある

べきかについて判断

し、その過程や結果を

適切に表現している。 

エネルギーや流体機

械に関する知識と技

能を身に付け、適切

に活用している。 

現代社会においてエ

ネルギーの利用と変

換がどのように行わ

れて、今日にいたっ

ているか、将来に向

かってどうあるべき

かについて理解を深

めている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノート・プリントの記

述および提出状況 

出席状況 

授業発表 

学習状況の観察 

ノート・プリントの記

述および提出状況 

出席状況 

授業発表 

学習状況の観察 

ノート・プリントの

記述および提出状況 

出席状況 

授業発表 

学習状況の観察 

ノート・プリントの

記述および提出状況 

出席状況 

授業発表 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

学 

期 

１
学
期 

流
体
機
械 

1. エネルギーの変換 

2. 流体の基本的性質 

3. 圧力 

4. 管路の流れ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 ◎ 

○ 

 

a:身近な流体現象および機器類、現代

社会におけるエネルギー問題に関心

を持ち、実践的な態度を身に付けよ

うとしている。 

b:流体の基本的性質について、多面

的・多角的に考察し、その過程や結

果を適切に表現している。 

d:圧力・管路の流れに関する基本的な

知識を身に付け、理解している。 

・ 学 習 状 況

の観察 

・ノート・プリ

ントの記述

お よ び 提

出状況 

・出席状況 

・授業発表 

 

流
体
の
測
定 

1. 流体のエネルギー 

 

2. 流れにおけるエネル 

ギー損失 

 

3. 圧力・流速・流量の測 

  定 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

a:圧力・流速・流量の測定について関 

心を持ち、活用しようとしている。 

b:圧力、運動、位置のそれぞれのエネ

ルギーの相違について、考察するこ

とができる。 

c:ベルヌーイの定理、パスカルの原理

の式を、目的に応じて的確に変形す

ることができる。 

d:流体のエネルギー、流れにおけるエネ 

ルギー損失に関する基本的な知識を 

身に付け、理解している。 

・ 学 習 状 況

の観察 

・ノート・プリ

ントの記述

お よ び 提

出状況 

・出席状況 

・授業発表 

 

２ 

学 
期 

熱
機
関
の
基
礎 

1. 温度と熱 

2. 熱エネルギーと仕事 

3. 理想気体の状態変 

  化 

4. 熱機関のサイクル 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:熱エネルギーと仕事、熱機関のサイク 

ルについて関心を持ち、活用しよう 

としている。 

b:定容変化、定圧変化、等温変化の相

違について、考察することができる。 

c:理想気体の状態式について、目的に応

じ的確に式を変形することができ

る。 

d:熱エネルギーと仕事、熱機関のサイク 

ルに関する基本的な知識を身に付

け、理解している。 

・ 学 習 状 況

の観察 

・ノート・プリ

ントの記述

お よ び 提

出状況 

・出席状況 

・授業発表 

３ 

学 

期 

蒸
気
動
力
プ
ラ
ン
ト 

1. 蒸気プラントのあらま

し 

2. 蒸気の発生 

 

3. 蒸気の性質 

 

4. 蒸気表と蒸気線図 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:蒸気プラント、蒸気の性質について 

関心を持ち、活用しようとしてい 

る。 

b:蒸気表と蒸気線図を関係付けて考察
することができる。 

c:蒸気表と蒸気線図を的確に読み取る

ことができる。 

d:蒸気の発生と性質に関する基本的 

な知識を身に付け、理解している。 

・ 学 習 状 況

の観察 

・ノート・プリ

ントの記述

お よ び 提

出状況 

・出席状況 

・授業発表 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目に

おいて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。◎は、その中

でも特に重点的に評価を行う観点である。 



 

学校番号 ３００４ 

令和２年度 工業科（ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系） 

 

教科 工業 科目 原動機 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 原動機（実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

エネルギーの利用と変換の一分野として、流体の基礎を学習し、その応用としての流体機械の仕組み

とエネルギー変換の方法を学習します。 

 

２ 学習の到達目標 

身近にある流体現象および機器類を取りあげ、平易に解説し、流体の基礎や流体機械、エネルギーの

利用・変換に関する理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

身近な流体現象およ

び機器類、現代社会に

おけるエネルギー問

題に関心を持ち、主体

的に学習する態度を

身に付けている。 

 

流体機械、エネルギー

の利用と変換が、将来

に向かってどうある

べきかについて判断

し、その過程や結果を

適切に表現している。 

エネルギーや流体機

械に関する知識と技

能を身に付け、適切

に活用している。 

現代社会においてエ

ネルギーの利用と変

換がどのように行わ

れて、今日にいたっ

ているか、将来に向

かってどうあるべき

かについて理解を深

めている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノート・プリントの記

述および提出状況 

出席状況 

授業発表 

学習状況の観察 

ノート・プリントの記

述および提出状況 

出席状況 

授業発表 

学習状況の観察 

ノート・プリントの

記述および提出状況 

出席状況 

授業発表 

学習状況の観察 

ノート・プリントの

記述および提出状況 

出席状況 

授業発表 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

学 

期 

１
学
期 

流
体
機
械 

5. エネルギーの変換 

6. 流体の基本的性質 

7. 圧力 

8. 管路の流れ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 ◎ 

○ 

 

a:身近な流体現象および機器類、現代

社会におけるエネルギー問題に関心

を持ち、実践的な態度を身に付けよ

うとしている。 

b:流体の基本的性質について、多面

的・多角的に考察し、その過程や結

果を適切に表現している。 

d:圧力・管路の流れに関する基本的な

知識を身に付け、理解している。 

・ 学 習 状 況

の観察 

・ノート・プリ

ントの記述

お よ び 提

出状況 

・出席状況 

・授業発表 

 

流
体
の
測
定 

1. 流体のエネルギー 

 

2. 流れにおけるエネル 

ギー損失 

 

3. 圧力・流速・流量の測 

  定 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

a:圧力・流速・流量の測定について関 

心を持ち、活用しようとしている。 

b:圧力、運動、位置のそれぞれのエネ

ルギーの相違について、考察するこ

とができる。 

c:ベルヌーイの定理、パスカルの原理

の式を、目的に応じて的確に変形す

ることができる。 

d:流体のエネルギー、流れにおけるエネ 

ルギー損失に関する基本的な知識を 

身に付け、理解している。 

・ 学 習 状 況

の観察 

・ノート・プリ

ントの記述

お よ び 提

出状況 

・出席状況 

・授業発表 

 

２ 

学 
期 

熱
機
関
の
基
礎 

1. 温度と熱 

2. 熱エネルギーと仕事 

3. 理想気体の状態変 

  化 

4. 熱機関のサイクル 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:熱エネルギーと仕事、熱機関のサイク 

ルについて関心を持ち、活用しよう 

としている。 

b:定容変化、定圧変化、等温変化の相

違について、考察することができる。 

c:理想気体の状態式について、目的に応

じ的確に式を変形することができ

る。 

d:熱エネルギーと仕事、熱機関のサイク 

ルに関する基本的な知識を身に付

け、理解している。 

・ 学 習 状 況

の観察 

・ノート・プリ

ントの記述

お よ び 提

出状況 

・出席状況 

・授業発表 

３ 

学 

期 

蒸
気
動
力
プ
ラ
ン
ト 

1. 蒸気プラントのあらま 

し 

2. 蒸気の発生 

 

3. 蒸気の性質 

 

4. 蒸気表と蒸気線図 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:蒸気プラント、蒸気の性質について 

関心を持ち、活用しようとしてい 

る。 

b:蒸気表と蒸気線図を関係付けて考察
することができる。 

c:蒸気表と蒸気線図を的確に読み取る

ことができる。 

d:蒸気の発生と性質に関する基本的 

な知識を身に付け、理解している。 

・ 学 習 状 況

の観察 

・ノート・プリ

ントの記述

お よ び 提

出状況 

・出席状況 

・授業発表 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目に

おいて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。◎は、その中

でも特に重点的に評価を行う観点である。 


